
Ⅵ 各種調査、試験等の成績

１ 特殊病害虫調査（国が行う植物検疫への協力）

我が国へ侵入する危険性のある重要病害虫について、侵入警戒調査を実施した。ト

マトキバガがフェロモントラップに誘殺され、県内での発生が確認された（表 侵入

警戒調査を実施する重要病害虫一覧参照）。

表 侵入警戒調査を実施した重要病害虫一覧

番

号
分類 病害虫名

調査方法（複数あ

るものについては

いずれかの方法で

実施）

目視調査の

対象植物等

調査

点数

発生

確認

地点

数

1 昆虫類 ミカンコミバエ種群

誘引物質によるト

ラップ調査

（必要に応じて寄

主果実調査）

カンキツ属 ７ ０

2 昆虫類

ウリミバエ（ミカン

コミバエ種群と同一

トラップ）

誘引物質によるト

ラップ調査

（必要に応じて寄

主果実調査）

ウリ科

トマト
７ ０

3 昆虫類 セグロウリミバエ

誘引物質によるト

ラップ調査

（必要に応じて寄

主果実調査）

ウリ科

トマト
７ ０

4 昆虫類

クインスランドミバ

エ（ミカンコミバエ

種群と同一トラッ

プ）

誘引物質によるト

ラップ調査

カンキツ属

トマト
７ ０

5 昆虫類 チチュウカイミバエ
誘引物質によるト

ラップ調査
トマト ６ ０

6 昆虫類 アリモドキゾウムシ
フェロモントラッ

プ調査
サツマイモ 50 ０

7 昆虫類 トマトキバガ
フェロモントラッ

プ調査

トマト

馬鈴しょ
３ ３

8 線虫類
Meloidogyne entero

lobii

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は周

囲の掘り起こしに

よる根系の調査）

トマト ３ ０

9
ウイロ

イド

Columnea latent vi

roid（CLVd）
目視調査 トマト ３ ０

10
ウイロ

イド

Pepper chat fruit

viroid （PCFVd）
目視調査 トマト ３ ０

11
ウイロ

イド

トマト退緑萎縮ウイ

ロイド（TCDVd）
目視調査 トマト ３ ０

12
ウイロ

イド

Tomato apical stun

t viroid（TASVd）
目視調査 トマト ３ ０

13
ウイ

ルス

Pepino mosaic viru

s（PepMV）
目視調査 トマト ３ ０

14
ウイ

ルス

Tomato brown rugos

e fruit virus (ToB

RFV)

目視調査 トマト ３ ０
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番

号
分類 病害虫名

調査方法（複数あ

るものについては

いずれかの方法で

実施）

目視調査の

対象植物等

調査

点数

発生

確認

地点

数

15
ウイ

ルス

Tomato mottle mosa

ic virus (ToMMV)
目視調査 トマト ２ ０

16
ウイ

ルス

Tomato leaf curl N

ew Delhi virus (To

LCNDV)

目視調査 トマト ３ ０

17
線虫

類

バナナネモグリセン

チュウ

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は周

囲の掘り起こしに

よる根系の調査）

※生育期間中の抜

き取り等が難しい

場合には栽培終了

時でも可。

トマト ３ ０

18
線虫

類

コロンビアネコブセ

ンチュウ

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は周

囲の掘り起こしに

よる根系の調査）

※生育期間中の抜

き取り等が難しい

場合には栽培終了

時でも可。

トマト

馬鈴しょ
２ ０

19

ウイ

ロイ

ド

ジャガイモやせいも

ウイロイド?（PSTV

d）

目視調査
トマト

馬鈴しょ
２ ０

20
昆虫

類
コロラドハムシ 目視調査 馬鈴しょ ３ ０

21
線虫

類

ジャガイモシストセ

ンチュウ

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は土

壌調査）

馬鈴しょ ３ ０

22
線虫

類

ジャガイモシロシス

トセンチュウ

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は土

壌調査）

馬鈴しょ ３ ０

23 菌類
ジャガイモがんしゅ

病菌

目視調査

（生産物の調査

等）

馬鈴しょ ３ ０

24 菌類 Thecaphora solani

目視調査

（生産物の調査

等）

馬鈴しょ ３ ０
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番

号
分類 病害虫名

調査方法（複数あ

るものについては

いずれかの方法で

実施）

目視調査の

対象植物等

調査

点数

発生

確認

地点

数

25
線虫

類

カンキツネモグリセ

ンチュウ

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は周

囲の掘り起こしに

よる根系の調査）

※生育期間中の抜

き取り等が難しい

場合には栽培終了

時でも可。

カンキツ属

トマト
６ ０

26 細菌

カンキツグリーニン

グ病菌（ミカンキジ

ラミ含む）

①目視調査（CG・

ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐ）

②ビーティング調

査（ﾐｶﾝｷｼﾞﾗﾐの

み）

カンキツ属 ６ ０

27 細菌 Spiroplasma citri 目視調査 カンキツ属 11 ０

28 細菌 Xylella fastidiosa 目視調査
カンキツ属

なし
４ ０

29 －

イネミイラ穂病菌等

その他国内未発生の

イネの病害虫

目視調査 イネ ２ ０

30
線虫

類

テンサイシスト

センチュウ

目視調査

（異常があれば抜

き取り調査又は土

壌調査）

キャベツ ２ ０

31
糸状

菌

Ramularia collo-cyg

ni
目視調査 コムギ ２ ０

32 細菌
スイカ果実汚斑細菌

病菌
目視調査 メロン ４ ０

33
ウイ

ルス

ウメ輪紋ウイルス

（PPV）
目視調査 もも ４ ０

-179-



-180-



-181-



-182-



-183-



-184-



-185-



-186-



-187-



-188-



-189-



-190-



-191-



３ 薬剤耐性菌・抵抗性検定調査成績

下記のとおり、検定調査を実施。

作物 結果の概要 担当者

水稲 令和７年７～８月に焼津市と磐田市で採集したイネカメ

ムシ成虫の薬剤感受性検定を行った。エチプロール剤、

ジノテフラン剤、スルホキサフロル剤を供試した結果、

磐田市個体群でエチプロール剤の薬剤感受性低下が疑わ

れる結果となった。

佐藤

いちご ピラクロストロビンとボスカリドは県内全域のイチゴ炭

疽病菌に対して効果が低かった。ピリベンカルブに対す

る感受性は菌株間でばらつきが見られた。

杉原

こまつな タバココナジラミ幼虫に対してディアナ SC、アニキ乳

剤、アファーム乳剤およびグレーシア乳剤は防除効果が

高かった。アグロスリン乳剤、コテツフロアブル、ウラ

ラ DF、マッチ乳剤およびヨーバルフロアブルの防除効果

は低かった。

佐藤
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４ 農薬情報システムの実績

～「農薬安全使用指針・農作物病害虫防除基準」のインターネットでの公開～

平成 16 年度に整備した農薬情報システムを、より簡易に検索ができるよう平成 26 年 10

月にシステム更新し運用している。これにより、「令和７年度農薬安全使用指針・農作物病

害虫防除基準」をインターネット公開した。なお、本システムの公開データをもとに、県

植物防疫協会より冊子版が作成された。

インターネット公開した「農薬安全使用指針・農作物病害虫防除基準」は、JPP－NET か

ら送られてくる更新データをもとに、月３～４回データの更新を行い、最新の情報を提供

した。

公開内容

各作物の病害虫あるいは雑草に対する農薬は「農薬検索システム」で作物、病害虫名

または雑草名を指定して検索する。また、農薬名から適用のある作物の病害虫または雑

草の検索にも対応している。農薬安全使用、総合的病害虫・雑草管理（IPM）の推進等の

農薬以外の部分は PDF ファイルを作成し、トップページからリンクをたどり、閲覧する

ことができる。

公開実績

注: 令和７年度版は４月 24日から公開した。

「農薬安全使用指針・農作物病害虫防除基準」アドレス https://www.s-boujo.jp/

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ 計

ｱｸｾｽ数 549 554 649 636 555 482 614 335 298 372 316 323 5,683
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５　病害虫診断結果

受付日 所轄農林 作物 症状 診断過程

4月28日 西部農林 稲（苗） 葉先の枯れ、白化
病原菌分離できず、症状の広がりもないこと
から、播種期のならかの影響ではないかとお
もわれる。

5月1日 西部農林 稲（苗）
葉身が茶色く枯れる。根張
りが不良。籾の周辺に緑色
のカビ

枯れ込みも激しく、播種から日数もたってお
り、老化による症状も進んでいた。
菌の分離を試みたが（ＰＤＡ，ＷＡ）雑菌し
か分離できなかった。
病兆？の進展もあまりなかった。
原因不明。病害かも判断できなかった。

5月1日 西部農林 稲（苗） 立ち枯れ症状

菌の培養(YDC,PDA,WA)も該当するような菌は
分離できず。横への広がりもなく、病兆が進
展しないことから、伝染性がないので播種期
の影響と考えられる。
苗の印象とや根張りからから、過湿だったこ
とは考えれます。

5月9日 西部農林 稲（苗） 立ち枯れ症状

菌の培養(YP)の結果、病原細菌は検出でき
ず、再度菌の分離(PDA,WA)を再度試みても検
出できませんでした。
ピシウム菌も検出できず、横への進展しない
ことから、伝染性がなく、播種期の影響と推
察。

5月15日 中遠農林 いちご 葉・葉柄の褐変、株枯れ

根とクラウンからフザリウム属菌が分離され
た。この菌に対してイチゴ萎黄病菌検出プラ
イマー(Suga et. al 2013)を用いてPCR法を
行ったが陰性。

5月16日 西部農林 ばれいしょ
葉の斑点・黄化、下葉の枯
れ

病斑からAlternaria属菌が分離された。夏疫
病の病原菌であるAlternaria solani (Ellis & 
Martin)Sorauerと分生子の大きさが異なる
が、その他のAlternaria属菌もばれいしょに
病徴を示すとの報告があることから分離菌が
原因と推測。

5月21日 東部農林 稲（苗） 苗の徒長

ばか苗病の疑いだったが、徒長部分が黄化し
ておらず、茎も太い。
催芽不揃いによる生育の不揃いではないかと
推察。
なお、YP,PDA,WAによる菌の分離も試みたが、
分離できず。

6月3日 中遠農林 ミニトマト

列で固まって、急な枯れ上
がりが発生。
病斑はなく、株の上部で発
生。

・根に近い部分の茎の切断部から、菌泥の吹
き出しを確認。
・青枯れ病のイムノストリップによりによ
り、陽性を確認。
以上の結果から、青枯れ病と診断

6月5日 西部農林 ばれいしょ
自然な枯れ上がりとは異な
る枯れ方と疫病のような病
斑

病斑から疫病と診断。

6月5日 西部農林 ばれいしょ
上部葉の萎れ、ひどいもの
は株全体が枯れる

地際近くで切断した茎を水中に浸けたところ
菌泥の噴出を確認した。
更にRsイムノストリップキットで陽性だった
ため青枯病と診断。
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受付日 所轄農林 作物 症状 診断過程

6月6日 西部農林 稲（苗）
苗箱で、葉身が巻いて針状
になり、褐色に枯れ上がっ
ている。

心葉だけ切れて抜ける。腐敗臭がする。
菌の分離を試みたが、雑菌が多く、分離でき
なかった。
しかし、症状等から「もみ枯細菌病」と診断
した。

6月18日 東部農林 いちご 新葉の黄化、萎れ

複数株のクラウンを切断したところ外側の褐
変と維管束の褐変を確認。それぞれを培地で
培養したところ炭疽病菌とフザリウム属菌を
分離した。以上の結果から炭疽病と萎黄病の
併発と診断。

6月19日 東部農林 ばれいしょ いもにいぼのような症状。
WAによる菌の分離を試みたが、分離できな
かった。病変部分を顕鏡したが、ネコブカビ
病菌も確認できなかったため、原因不明。

6月19日 東部農林 ばれいしょ
頂芽にグラデーションのよ
うにシミが発生。

WAによる菌の分離を試みたが、分離できな
かった。病変部分を顕鏡したが、ネコブカビ
病菌も確認できなかったため、原因不明。

7月9日 東部農林 いちご
葉の大きさが異なる、葉の
色が薄くなる、

クラウンを切断したところ褐変は確認出来な
かった。クラウンと根の断片をWAで培養した
ところフザリウム属菌を分離したため、萎黄
病と診断。

7月15日 東部農林 いちご

葉の光沢がなくなる、新葉
の大きさが異なる、葉が倒
伏まではいかないが萎れ始
めている

クラウンを切断したところ褐変は確認できな
かった。クラウンと根の断片をWAで培養した
ところ炭疽病菌は分離せずにフザリウム属菌
を分離した。以上の結果から萎黄病と診断。

7月29日 中部農林 トマト
葉に斑点、葉裏の葉脈が褐
変

顕微鏡観察で菌糸、細菌は観察できず。菌の
培養でも病原菌なし。
下の方が症状が強いが、一斉に出てきた感じ
がある。
上葉の黄化はマグネシウム欠乏に似ている、
下葉で強く症状が現れる。
以上の結果から、一時的なマグネシウム欠乏
による症状が原因と推測。

8月4日 中部農林 ネギ 成長点の黄変、発根不良

罹病部を実体顕微鏡で観察したが、菌糸の伸
長は認められなかった。罹病部の磨砕液をYPA
培地で培養したところ、Burkholderia属菌に
類似した菌が高率で分離された。以上より、
褐色腐敗病と診断。

8月14日 中遠農林 いちご 親株の萎れ

クラウンを切断したところ褐変は確認出来な
かった。クラウンと根の断片をWAで培養した
ところフザリウム属菌を分離したため、萎黄
病と診断。

8月14日 中遠農林 いちご 親株の萎れ

クラウンを切断したところ褐変は確認出来な
かった。クラウンと根の断片をWAで培養した
ところフザリウム属菌を分離したため、萎黄
病と診断。

8月14日 中遠農林 いちご 親株の萎れ

クラウンを切断したところ褐変は確認出来な
かった。クラウンと根の断片をWAで培養した
ところフザリウム属菌を分離したため、萎黄
病と診断。

8月17日 東部農林 いちご
クラウン部が黒変→枯死、
葉の大きさが異なるものも
ある

株がほぼ枯死していた。クラウンを切断した
ところ中心部分は褐変していなかったため断
片をWAで培養した。フザリウム属菌のみが分
離し、炭疽病菌等は分離しなかったため、フ
ザリウム属菌が原因の可能性が高い。
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受付日 所轄農林 作物 症状 診断過程

8月17日 東部農林 いちご
クラウン部が黒変→枯死、
葉の大きさが異なる

クラウンを切断したところ維管束の褐変を確
認。クラウンの断片をWAで培養したところフ
ザリウム属菌を分離したため、萎黄病と診
断。

8月17日 東部農林 いちご クラウン部の黒変
クラウンを切断したところ褐変を確認。クラ
ウンの断片をWAで培養したが、断片ごとに分
離する菌が異なったため原因不明。

9月11日 中遠農林 いちご
(育苗期)子苗の新葉奇形、
縁枯れ、萎縮　

ベルマン法を試みたが植物寄生性線虫は分離
しなかった。クラウン断面からフザリウム属
菌が分離されたため萎黄病と診断

9月11日 中遠農林 いちご (育苗期)親株の新葉奇形
ベルマン法を試みたが植物寄生性線虫は分離
しなかった。クラウン断面からフザリウム属
菌が分離されたため萎黄病と診断

9月9日 東部農林 トマト
葉に黒班、トマト斑点細菌
病に似た病斑。
廃液のphが4.1程度

・PY培地、PDA培地で菌の生育を確認したが、
病原菌と思われるもの観察できず。
　農家への聞き取り結果から、低phによる根
の障害にともなう、葉の一部壊死症状と診
断。

9月11日 西部農林 葉ネギ
葉の黄化、枯死及び黒い病
斑

PDA培地から糸状菌は検出されず、YPA培地か
ら何らかの細菌類が検出された。しかしなが
らネギの病害に本症状に該当するものがない
ため、原因は不明と診断。

9月18日 中遠農林 稲
全体的な枯れこみ、緑の部
分も残っている。ごま葉枯
病が多発している。

農家の入院により管理不十分。また、砂地の
ほ場である点、及びほ場写真のゴマ葉枯病の
多発状況から、ゴマ葉枯病の多発による枯れ
こみと診断。
後日、病斑部からゴマ葉枯病の胞子を確認。

9月30日 中遠農林 トマト
葉、茎、果実に褐色の斑点
症状

・症状から病害でなく、生理的なものと判
断、広がりもあまりないようである。
・トマト斑点細菌病を疑っていたので、ＹＰ
及びKingBにて画線培養→細菌確認できず

10月6日 西部農林 キク
症状『株の萎れ、立ち枯
れ』

植物体の顕微鏡、培養でもVerticilliumは確
認できず。
植物体、培養でFusariumの分生子を確認。
よって、Fusariumによる立ち枯れ症状と診
断。

10月10日 中部農林 トマト
症状『　下葉の黄化、全身
のしおれ　』

検体を水道水の入ったフラスコにさして、菌
泥の溶出を確認。よって、青枯れ病と診断。

10月12日 中遠農林 サトイモ 芋の腐敗

芋の内部が腐ってオレンジ色に変色し、表面
には白い菌核が付着していた。腐敗部と菌核
をPDA培地で培養し、菌糸を観察したところ、
白絹病菌に類似した分生子が各員された。
よってエビイモ白絹病と診断。

10月15日 東部農林 トマト
症状『半身or全身の葉が萎
れる（下部から）。酷いも
のは枯れる。』

昨年度の巡回調査でも、同様の症状が確認さ
れ、萎凋病と判断。
農家への聞き取り、ほ場の発生状況（病斑は
無く萎凋する。天気が悪くても回復しない
等。）から萎凋病と診断。
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受付日 所轄農林 作物 症状 診断過程

10月27日 中遠農林 いちご
奇形葉の発生、新葉が黄緑
色になる

２検体ともに新葉の奇形と黄化が確認され
た。また、クラウンを切断したところ維管束
が褐変していた。上記の点から萎黄病と診
断。

10月28日 東部農林 いちご
がくや花が黒ずむ（がくは
チップバーンのような症
状）

がくが先端から枯れる症状はチップバーンで
みられる。症状が激しい場合は花全体が枯れ
ることもあるが、受粉不良の可能性もある。
病害虫が原因の可能性は低く、チップバーン
によるものと診断。

11月13日 中遠農林 いちご 株の萎れ

検体はクラウンと根が褐変しており、クラウ
ンを切断したところ内部も褐変していた。ク
ラウンの切片をWA培地に置床後、伸長した菌
糸をPDA培地に移して培養した。PDA培地上で
サーモンピンクの胞子塊が確認出来たため、
炭疽病と診断。

11月13日 東部農林 いちご
葉柄が赤く変色し、根が黒
変。罹病疑いの株は萎れた
ようになる

根を検鏡したが卵菌類は確認出来なかった。
線虫がいたため、ベルマン法で線虫の検出を
試みたが植物寄生線虫は検出されなかった。
クラウンをWA培地に置床したところ卵菌類が
確認された。菌糸の生育スピードが遅いこと
から疫病菌の可能性が高いと思われる。

11月13日 東部農林 いちご

紙ポットに黒いすすのよう
なカビが付着している。こ
のカビに覆われた紙ポット
からは根が突き破ってこな
い

正常な苗と根の生育が悪い苗のクラウンを切
断したが、どちらも褐変等は確認出来なかっ
た。クラウンの断片をWAに置床したところ、
根の生育が悪い苗からはフザリウム属菌が検
出されたため、萎黄病による株の生育不良が
根の伸長にも影響を及ぼしている可能性が高
い。

11月14日 賀茂農林 いちご
脇芽がしおれてそのまま枯
れる。炭疽病か確認してほ
しい。

根やクラウンの褐変は確認出来なかった。
検体の葉柄基部をバルク法で培養し、DNAを抽
出後、LAMP法で炭疽病感染株の検出を試み
た。
結果は陰性。

11月17日 西部農林 キク
茎が空洞化し、黒く軟化し
腐る

軟腐病菌のコロニーを確認、ジャガイモでの
腐敗を確認。
「キク軟腐病」と診断するが、一般的に地際
部が侵されることが多い。茎の上部で侵され
る理由が不明。

11月28日 中遠農林 ねぎ
ほ場周縁部で、葉先が白く
枯れる症状。

実体顕微鏡で症状の部位を観察したが、病原
らしきものは観察出来ず。素寒天培地で切片
を培養し確認したが、病原菌は認められず。
生理的要因と診断した。

12月2日 中部農林 トマト
全身のしおれ、下位葉の枯
死　

・茎を切断→黒変、褐変は見られず、かいよ
う病、萎凋病ではない。
・切断した茎を水差し→菌泥の流出は確認で
きず、青枯病でない。
・地上部の枯れ→コナジラミの多発によるす
す病の発生による。
・根のこぶ→ベールマン法により、ネコブセ
ンチュウを確認。
以上の結果より、ネコブセンチュウによる枯
れ込み、すす病による変色、枯れ込みと診
断。
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12月5日 中遠農林 ねぎ 下葉の白化、枯死。

実体顕微鏡で症状の部位を観察したが、病原
らしきものは観察出来ず。素寒天培地で切片
を培養し確認したが、病原菌は認められず。
生理的要因と診断した。

12月22日 中遠農林 トマト
茎にカビが発生し、ひどい
場合は生長点が黄化葉巻の
ように萎縮

8月下旬～9月上旬の果梗捻枝の部分に暗褐の
カビが見られ、顕微鏡でPenicillium属と思わ
れる菌を観察。
果梗捻枝の傷口に雑菌（Penicillium属）が入
りカビを生じ、導管の損傷等により先端部の
萎縮等が起こったと考えられる。
「トマト青かび病」の症状と酷似している
が、枯死しない点で違いが見られる。

1月23日 中遠農林 ねぎ 株の枯死。

現地調査を実施し、生存株の根部に幼虫が寄
生しているのを確認。持ち帰り実体顕微鏡で
観察したところ、タネバエあるいはタマネギ
バエの幼虫だった。このため、これらどちら

かの種による被害と診断した。

1月29日 志太榛原農林 かんしょ 貯蔵中の芋の腐敗

芋を縦に切断したところ、なり首側から黒く
腐敗が進んでいた。また、基腐病特有のライ
チのような香りが確認された。以上より、

Diaporthe属菌による基腐病と診断。

3月18日 中部農林 いちご
葉が変色し枯れる、一部の
株でクラウンの変色

検体が入った箱を開封した際に多数の羽虫を
確認。検体は株全体が萎れ、地際部周辺が褐
変していた。株の地際部と根を観察したとこ
ろ、体長３~４㎜程度で半透明の幼虫が複数寄
生していた。以上からキノコバエ幼虫による
食害と診断。

3月18日 東部農林 いちご
根が黒くなり、株が小さ
く、葉にクロロシスが現れ
る

次年度回答

3月30日 東部農林 いちご

伸ばした株が枯れ始めてい
る。ランナーの先端部及び
クラウンが黒色になってい
る。元の収穫株は異常な
し。

次年度回答

3月31日 東部農林 トマト
下葉から徐々に黄化。葉に
のみ症状が出る。酷いもの
は枯死する

次年度回答
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８　電話等問合せ対応結果

No 日　付 連絡方法 作目等 問合せ内容 回答内容

1 5月2日 来所 白ネギ
葉先枯れがほ場全体に発
生。疫病の疑いあるが、生
理要害の可能性もあり

過湿、過乾燥などで見られる症状。発生状
況、症状から疫病ではない。

2 5月26日 来所 栗
栗の木の枝に虫こぶができ
るようになった。

クリタマバチによる寄生。

3 6月6日 電話 きゅうり
苗の障害。ガス障害か病気
か？

写真からベト病判断。湿度に注意と農薬散
布。

-199-


